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《総会》
26東京春闘共闘会議

【日時】 10月22日（水）
18時30分

【会場】 ラパスホール

東
京
の
最
低
賃
金
1
2
2

6
円
が
発
効
と
な
る
10
月
3

日（
金
）、
地
評
は
初
め
て
Ｊ

Ｒ
秋
葉
原
駅
電
器
街
口
で
宣

伝
行
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
東
京
春
闘
を
は
じ
め
、

国
民
春
闘
加
盟
組
合
か
ら
も

参
加
が
あ
り
全
体
で
40
人
と

な
り
ま
し
た
。
室
井
清
さ
ん

（
全
国
一
般
）
は
、
全
国
的

な
最
低
賃
金
の
発
効
日
の
遅

れ
問
題
に
触
れ
、
法
務
省
の

委
託
業
務
を
受
け
て
い
る
職

場
で
は
、
今
迄
地
域
別
の
発

効
日
に
応
じ
た
賃
金
改
定
が

行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
2
0

2
6
年
3
月
1
日
へ
と
半
年

先
延
ば
し
の
改
定
と
な
っ
た

事
を
報
告
。
発
効
日
の
遅
れ

を
許
し
て
い
る
政
府
に
対
し

て
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

連
帯
挨
拶
に
立
っ
た
黒
澤

幸
一
さ
ん
（
国
民
春
闘
事
務

局
長
）
は
、
今
年
度
の
最
賃

改
定
3
つ
の
特
徴
を
述
べ
、

①
全
国
で
は
目
安
額
を
上
回

る
地
域
が
8
割
を
超
え
、
地

域
別
最
賃
制
度
の
仕
組
み
へ

の
不
信
が
高
ま
っ
て
い
る
。

②
人
材
流
出
の
歯
止
め
と
し

て
他
県
よ
り
1
円
で
も
上
回

れ
ば
良
い
と
す
る
議
論
が
広

が
り
、
生
計
費
原
則
、
生
活

改
善
か
ら
離
れ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
③
例
年
通
り
の

10
月
1
日
改
定
発
効
は
栃
木

県
の
み
、
発
効
日
の
遅
れ
は

新
た
な
地
域
間
格
差
を
生
み

出
し
、
秋
田
県
は
東
京
よ
り

も
2
7
5
円
低
い
状
況
だ
。

一
刻
も
早
い
賃
上
げ
を
求
め

る
声
に
反
し
、半
年
も
の
間
、

低
額
な
9
5
1
円
を
強
い

る
。
い
ず
れ
も
、
地
域
別
最

低
賃
金
制
度
の
弊
害
だ
。
東

京
の
生
計
費
調
査
で
は
2
0

0
0
円
が
必
要
と
の
結
果
に

な
っ
た
が
、
東
京
の
生
計
費

を
押
し
上
げ
て
い
る
要
因
に

家
賃
、
人
口
集
中
の
問
題
が

あ
る
。
全
国
一
律
制
へ
の
法

整
備
が
こ
の
面
か
ら
も
必
要

だ
と
発
言
し
ま
し
た
。

東
京
地
評
大
会
は
9
月
28

日
、
墨
田
区
す
み
だ
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ホ
ー
ル
を
会
場
に
代

議
員
1
9
7
人
（
30
単
産
1

3
0
人
、36
地
域
67
人
）、
特

別
代
議
員
4
人
、
来
賓
14

人
、
幹
事
等
53
人
、
傍
聴
等

5
人
、
争
議
団
10
人
の
総
数

2
8
3
人
が
参
加
し
開
催
し

ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

西
山
佐
紀
子
さ
ん
（
都
障

教
組
）、
松
下
康
さ
ん
（
生

協
労
連
東
京
）
を
議
長
に
選

出
。
矢
吹
議
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
紹
介

に
移
り
、
黒
澤
幸
一
全
労
連

事
務
局
長
が
「
政
府
は
9
月

26
日
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

最
低
賃
金
へ
と
全
国
紙
一
面

広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。
本

当
に
そ
う
な
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
労
働
分
配
率
が
過

去
最
低
水
準
。
組
合
を
大
き

く
し
て
、
こ
の
ゆ
が
み
を
正

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
秋
、
全
労
連
は
①

ケ
ア
労
働
者
の
低
賃
金
の
打

開
、
②
仲
間
を
増
や
し
て
春

闘
を
、
③
レ
バ
カ
レ
（
労
働

運
動
交
流
集
会
）
の
成
功
を

掲
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。」
と
地
評
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
小
泉

尚
之
・
東
京
全
労
協
議
長

は
、「
最
賃
発
効
日
が
秋
田

県
で
は
半
年
遅
れ
に
な
る
な

ど
、
最
賃
法
の
制
度
疲
労
が

起
き
て
い
る
。
政
府
は
全
国

一
律
制
へ
踏
み
出
す
べ
き
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

政
党
か
ら
は
、
鈴
木
よ
う

す
け
衆
議
院
議
員（
立
憲
）、

山
添
拓
参
議
院
議
員
（
共

産
）、
藤
田
り
ょ
う
こ
都
議

（
共
産
）
と
伊
地
智
恭
子
多

摩
市
議
（
社
民
）
が
連
帯
の

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

議
事
は
井
澤
事
務
局
長
が

秋
季
年
末
闘
争
、
組
織
拡
大

方
針
、
予
算
決
算
な
ど
提
案

し
ま
し
た
。
代
議
員
26
人
が

発
言
し
、
事
務
局
長
の
総
括

答
弁
の
あ
と
、
議
案
は
一
括

し
て
拍
手
で
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
新
役
員
に
つ
い
て

は
、
立
候
補
者
が
す
べ
て
の

役
職
に
お
い
て
定
数
内
で
あ

り
全
員
の
当
選
を
拍
手
に
て

信
任
し
ま
し
た
。

長
引
く
物
価
高
騰
、
社
会

保
障
費
の
負
担
増
が
労
働

者
、
国
民
の
暮
ら
し
を
直
撃

し
て
い
ま
す
。
自
民
党
は
、

国
民
の
切
実
な
声
に
耳
を
傾

け
ず
、
権
力
闘
争
・
総
裁
選

に
没
頭
し
て
い
ま
す
。
参
議

院
選
挙
で
示
さ
れ
た
物
価
対

策
、
消
費
税
減
税
を
一
刻
も

早
く
実
現
さ
せ
る
べ
き
で

す
。
最
低
賃
金
が
過
去
最
高

水
準
の
改
定
と
な
っ
た
も
の

の
、
改
定
額
の
発
効
日
が
半

年
も
送
れ
る
地
域
が
出
ま
し

た
。
地
域
で
バ
ラ
バ
ラ
な
最

賃
制
度
の
ゆ
が
み
を
正
し
、

全
国
一
律
制
度
に
す
べ
き
で

す
。
病
院
経
営
の
悪
化
は
地

域
医
療
・
社
会
保
障
制
度
の

危
機
で
す
。
公
定
価
格
の
大

幅
引
上
げ
に
向
け
た
世
論
を

広
げ
る
た
め
に
、
組
織
を
増

や
し
東
京
地
評
を
強
化
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
地
域
を
通
じ
て
教
育
活
動

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言
決

議
の
採
択
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
決
議
は
、
女
性

の
権
利
獲
得
の
世
界
史
的
な

観
点
か
ら
触
れ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
の
運
動
資
料
と
し

て
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
方
針
で
は
地
域
活

動
の
柱
に
、
労
働
者
教
育
を

通
じ
た
単
組
結
集
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
八
王
子
労
連
の

ワ
ク
ワ
ク
講
座
を
通
じ
た
幹

部
育
成
と
活
動
の
活
性
化
、

新
宿
区
労
連
で
は
ス
ー
パ
ー

み
ら
べ
る
の
組
織
化
や
公
契

約
条
例
の
運
用
を
通
じ
た
賃

上
げ
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
は
労
働
運
動
の
活
動

家
と
経
験
の
宝
庫
で
す
。
生

産
拠
点
で
あ
る
単
組
と
密
接

な
地
域
は
、
組
合
活
動
だ
け

で
は
な
く
政
治
や
生
活
で
も

身
近
な
存
在
で
す
。
地
域
を

活
用
し
た
労
働
者
教
育
、
さ

ら
に
は
こ
の
活
動
を
通
じ
た

地
域
運
動
、
活
性
化
を
推
し

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
社
会
的
賃
金
運
動
の
展
開

病
院
経
営
が
危
機
的
な
状

況
で
す
。
低
賃
金
と
過
密
労

働
の
中
、
医
療
や
介
護
職
員

の
離
職
が
広
が
り
、
地
域
医

療
崩
壊
、
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
な
い
、
ま
さ
に
生

存
権
を
脅
か
す
事
態
で
す
。

診
療
報
酬
の
大
幅
改
定
を
求

め
、
地
域
と
共
同
ア
ク
シ
ョ

ン
を
展
開
し
、
政
府
に
政
策

転
換
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
中
高
齢
者
の
賃
上
げ

自
治
労
連
は
こ
の
間
、

「
55
歳
の
壁
、
60
歳
の
崖
」

と
高
齢
期
に
お
け
る
劣
悪
な

賃
金
体
系
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

人
勧
で
は
一
部
前
進
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
26
春
闘
で
は

方
針
化
を
す
す
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◇
組
織
の
前
進
で

排
外
主
義
は
、
労
組
潰
し

に
も
つ
な
が
る
危
険
な
兆
候

で
す
。
す
べ
て
の
差
別
を
無

く
す
、
そ
の
た
め
に
は
闘
う

労
働
組
合
が
必
要
で
す
。
次

期
大
会
は
加
盟
組
合
が
増
勢

で
迎
え
る
こ
と
を
確
認
し
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
の
人
権
尊
重

す
べ
て
の
人
の
人
権
尊
重

東

京

地

評

第
２４
回
定
期
大
会

定価 1部40円（送料別）

労
働
時
間
の
上
限
規
制
緩
和
に
反
対

2025年10月15日

大
幅
賃
上
げ
と
最
賃
底
上
げ
で
暮
ら
し
を
守
ろ
う

269
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労働時間の規制緩和に反対し、排外主義の
台頭を許さない決意を固めあう

総括答弁総括答弁

矢
吹
代
表
あ
い
さ
つ

井澤事務局長

「とにかく東京は物価が高い」と今春大学入
学で上京した青年が話し込む姿も…

最
賃
発
効
日
初
め
て
の
秋
葉
原
街
宣

最
賃
発
効
日
初
め
て
の
秋
葉
原
街
宣

東
京
で
は
２
０
０
０
円
必
要

暮
ら
し
て
い
け
る
最
賃
を

lapaz@chihyo．jp


